
人材育成における新たな状況

○ 教員から管理職へキャリアップを図ろうとする人材育成の必要性
○ 指導教諭を活用した人材育成の必要性

ＯＪＴガイドライン(第３版）について
学校管理職育成指針（平成２５年５月）
東京都教員人材育成基本方針【一部改正版】（平成２７年２月）

ＯＪＴ推進の取組 改正の観点

○組織的及び意識的・計画的・継続的に進める
ＯＪＴ

○ＯＪＴの取組の評価と改善
○「外部との連携・折衝力」

「学校運営力・組織貢献力」 の向上
○主幹教諭や主任教諭の職層に応じた活用

○ＯＪＴガイドラインの作成と改正
○ＯＪＴ推進指定モデル校・モデル地区

の指定
○ＯＪＴの実践事例
（第１集～第４集）の作成

○ＯＪＴ実施状況調査（小中学校）
○ＯＪＴ診断基準(都立高校）

Ⅰ なぜ、今、学校にＯＪＴが必要か
１ 学校の現状と人材育成
２ これまでの人材育成と
ＯＪＴの必要性

３ 学校におけるＯＪＴの実効性

Ⅱ 教員が身に付けるべき力
１ 教員が身に付けるべき４つの力
２ 教員の経験や能力、
職層に応じた育成段階

Ⅲ 学校におけるＯＪＴの場面や方法
１ 先輩や上司からの
日常的な仕事ぶりから学ばせる

２ 新たな職務を経験させる
３ 教員相互で学び合う場を活用する

Ⅳ 学校において
ＯＪＴを効果的に進めるためには

１ ＯＪＴの計画・実施・検証・改善
２ ＯＪＴの実施体制
３ 自己申告の活用

Ⅴ ＯＪＴを実施するに当たって
（活用資料編）

○ 教員が身に付けるべき力
○ 教員が身に付けるべき力に応じた
ＯＪＴの具体例

○ ＯＪＴシート

改正の観点

これまでのOJT推進に向けた取組

ＯＪＴガイドライン（平成２２年３月）

１ 学校における人材育成の
現状と課題

２ ＯＪＴの必要性と意義
３ ＯＪＴ実施上の課題

Ⅰ 学校におけるＯＪＴ

1 「学校におけるＯＪＴの場面や方法」
2 ＰＤＣＡサイクル
3 ＯＪＴシート
4 ＯＪＴ診断基準（都立高校版）

１ ＯＪＴの推進に向けた工夫・改善
（１）組織的に進めるＯＪＴ
（２）意識的・計画的・継続的に

進めるＯＪＴ
（３）ＯＪＴの成果と評価
（４）評価を生かしたＯＪＴの改善

２ 指導教諭の活用
（１）指導教諭の設置の目的と職責
（２）指導教諭の具体的な職務内容

１ 職層別 教員が身に付けるべき力
について

２ 職層別 教員が身に付けるべき力
とＯＪＴの具体例

（１）教諭
（２）主任教諭
（３）主幹教諭及び指導教諭

Ⅲ ＯＪＴの効果的な取組

Ⅱ ＯＪＴの活用

ＯＪＴガイドライン【第３版】（平成２７年１０月）

学校に定着してきたＯＪＴの

更なる推進（組織的なＯＪＴ）

指導教諭を含めたＯＪＴの

活用

主任教諭等の職層別における

ＯＪＴの具体的な活用

ＯＪＴ実施上の課題

ＯＪＴ実施上の成果と課題

～ＯＪＴ実施状況調査（小中学校）、

ＯＪＴ診断基準（高等学校）より～

◎各校においてＯＪＴの取組が定着

▼ＯＪＴの組織体制の確立

▼「外部連携」「学校運営」の取組の充実

▼ＯＪＴを評価し改善する仕組みづくり

ＯＪＴ実施上の課題に対する改善策、また指導教諭の

活用について、事例も含めて提示

１ ＯＪＴの推進に向けた工夫・改善

・ＯＪＴ担当者の意図的な指名による

組織的なＯＪＴ

・育成する側も成果を得る双方向のＯＪＴ

・「外部折衝力」「学校運営力」を高めるＯＪＴ

・診断基準による評価を生かしたＯＪＴ

２ 指導教諭の活用

・模範授業参観の成果を還元する

教科会の実施

・指導教諭の授業支援による校内ＯＪＴ

○ 「教諭」「主任教諭」「主幹教諭・指導教諭」

それぞれの職層に応じたＯＪＴの取組を提示

○ 育成する側としての取組を別枠に提示

○ 「学習指導力」

「生活指導力・進路指導力」

「外部との連携・折衝力」

「学校運営力・組織貢献力」

を身に付けるためのＯＪＴの内容と方法の具体例

をＰＤＣＡサイクルの場面ごとに提示

１ ＯＪＴに関する基礎的な内容の確認

２ ＯＪＴの計画・実施・検証・改善のサイクルの確認

３ 教諭と主任教諭それぞれの職責を踏まえた参考例を

提示

４ ＯＪＴの評価に活用する診断基準の提示

平成２７年１０月３０日

活用資料～ＯＪＴの実践を進めるに当たって～


